
                                              

                           

第
二
節 

先
史
・
古
代
史
の
探
究 

 
 
 
 
 
 

付
―
沖
縄
史
の
流
れ
（
略
年
表
） 

  

沖
永
良
部
史
、
広
く
は
奄
美
の
先
史
・
古
代
史
に
関
し
て
は
資 

料
尐
な
く
い
ま
だ
解
明
さ
れ
な
い
部
分
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
、 

わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
い
つ
ご
ろ
に
ど
こ
か
ら
来
た
か
、
い
か
な
る 

生
活
を
し
て
い
た
か
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
現
段
階 

で
は
な
か
な
か
結
論
に
は
至
ら
ず
、
今
後
の
研
究
に
期
待
す
る
よ 

り
致
し
か
た
な
い
状
況
と
思
う
。 

 

地
図
を
開
け
ば
、
南
北
に
連
な
る
日
本
列
島
は
東
方
に
太
平
洋 

を
区
切
り
、
ア
ジ
ア
大
陸
と
は
千
島
列
島
・
樺
太
の
二
條
の
花
綵つ

な 

で
吊
り
下
げ
ら
れ
た
形
と
な
り
、
北
西
で
は
朝
鮮
半
島
、
対
島
・ 

壹
岐
の
花
綵
で
日
本
海
を
囲
み
、
弧
状
の
南
西
諸
島
は
遠
く
台
湾 

に
結
び
東
支
那
海
を
抱
く
。
黒
潮
暖
海
流
は
ト
カ
ラ
列
島
南
部
で 

二
分
し
、
本
土
両
岸
を
洗
っ
て
北
上
す
る
。
夏
の
季
節
風
は
南
か 

ら
冬
は
北
よ
り
の
風
に
変
わ
る
。―
―
こ
の
大
陸
と
の
三
方
接
点
、 

暖
流
北
上
、
夏
冬
の
季
節
風
こ
そ
が
、
古
来
日
本
人
の
大
陸
と
の 

往
来
交
流
の
方
法
・
経
路
を
示
し
、
特
に
海
洋
に
生
き
る
奄
美
沖 
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縄
の
人
々
に
は
重
要
な
風
土
条
件
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 
南
西
諸
島
は
日
本
本
土
と
中
国
南
部
を
結
ぶ
飛
び
石
の
道
で
あ 

り
、
単
に
薩
摩
―
琉
球
の
「
道
の
島
々
」
と
言
う
よ
り
も
、
大
き 

な
意
味
で
南
北
交
通
の
重
要
経
路
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
地
域 

の
上
古
史
解
明
は
日
本
史
に
深
く
関
連
し
そ
の
意
義
は
真
に
大
き 

い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
内
外
学
者
が
早
く
か
ら
注
目
し
、 

学
説
を
多
く
残
し
て
き
た
。
大
正
時
代
に
は
、
歴
史
・
民
俗
・
言 

語
学
に
新
境
地
を
ひ
ら
き
「
沖
縄
学
」
の
父
と
仰
が
れ
る
伊
波
普 

猷
氏
は
日
琉
同
祖
・
日
本
文
化
南
漸
説
を
唱
え
、
民
俗
学
の
先
導 

者
柳
田
国
男
氏
は
日
本
の
基
層
文
化
を
形
成
し
た
稲
作
の
北
上
説 

を
述
べ
て
い
る
。 

 

太
平
洋
戦
争
後
は
、
関
係
す
る
言
語
学
・
民
俗
学
・
宗
教
関 

係
・
考
古
学
・
民
族
学
な
ど
各
分
野
か
ら
の
研
究
が
進
み
、
古
代 

社
会
が
漸
次
そ
の
姿
を
現
し
て
き
た
。
特
に
、
従
来
の
中
国
・
朝 

鮮
の
資
料
を
重
視
す
る
方
式
か
ら
、
島
尾
敏
雄
氏
（
元
県
立
図
書 

館
奄
美
分
館
長
）
の
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
方
式
と
も
言
う 

べ
き
日
本
全
土
を
ア
ジ
ア
大
陸
東
海
の
島
弧
と
見
な
し
、
日
本
海 

東
シ
ナ
海
を
一
衣
帯
水
と
す
る
汎は

ん

太
平
洋
圏
か
ら
広
く
考
察
す
る 

方
式
が
採
ら
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
近
来
の
資
料
は
、
フ
ィ
リ 

ピ
ン
諸
島
・
東
南
ア
ジ
ア
各
地
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
さ
ら
に
太
平 

       

を
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

(三) 

弥
生
時
代
に
入
り
土
器
は
南
九
州
の
型
式
（
山
ノ
口
式
な
ど
） 

 

が
沖
縄
本
島
お
よ
び
付
近
島
嶼
ま
で
分
布
が
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 

が
、
同
時
代
に
北
九
州
・
山
陰
・
山
陽
の
遺
跡
に
、
奄
美
以
南 

 

の
南
海
特
産
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
貝
輪
が
発
掘
さ
れ
、
南
北
対
応
し
て 

 

そ
の
交
流
が
認
め
ら
れ
る
点
興
味
深
い
。 

 
 

土
器
種
に
炊
蒸
・
貯
蔵
・
祭
祀
の
目
的
が
示
さ
れ
、
金
属
器 

 

具
使
用
が
始
ま
り
、
前
代
の
採
集
経
済
か
ら
計
画
的
な
生
産
経 

 

済
へ
進
展
す
る
。
相
互
扶
助
の
形
態
も
地
域
集
団
化
し
、
支
配
・ 

 

被
支
配
の
関
係
が
生
じ
、
遠
く
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
政
治
・
社 

 

会
・
文
化
の
影
響
を
受
け
、
か
つ
こ
れ
を
意
識
す
る
よ
う
に
な 

 

る
。 

(四) 

大
和
朝
廷
の
記
録
た
る
日
本
書
紀
で
は
七
世
紀
に
、
続
日
本 

 

紀
で
は
八
世
紀
前
半
に
、
多
禰
・
掖
玖
（
夜
句
・
益
救
）・
吐 

 

火
羅
（
都
貨
罹
）・
爾
加
委
・
奄
美
・
度
感
・
信
覚
・
球
美
・ 

 

阿
児
奈
波
な
ど
と
記
さ
れ
た
南
島
人
と
の
往
来
、
交
渉
が
記
録 

 

さ
れ
、
最
近
で
は
大
和
朝
廷
の
出
先
機
関
た
る
大
宰
府
か
ら
「   

 

美
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
が
あ
っ
た
が
、 

 

そ
の
後
遣
唐
使
船
の
大
陸
へ
の
渡
航
路
が
南
島
経
由
か
ら
亓
島 

 

（
長
崎
県
）
―
揚
子
江
下
流
域
直
航
路
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も 

洋
の
諸
島
に
ま
で
及
ぶ
場
合
が
多
い
。 

 

中
で
も
考
古
学
の
遺
跡
発
掘
は
、
特
に
昭
和
亓
十
年
代
に
入
り 

急
テ
ン
ポ
で
進
み
、
県
考
古
学
会
長
河
口
貞
徳
氏
を
は
じ
め
、
九 

学
会
連
合
奄
美
大
島
共
同
調
査
団
、
鹿
児
島
大
学
考
古
学
教
室
、 

琉
球
大
・
熊
本
大
・
沖
縄
国
際
大
な
ど
、
地
元
関
係
学
究
の
調
査 

活
動
め
ざ
ま
し
く
、
そ
の
学
術
報
告
は
耳
目
を
引
き
つ
け
る
も
の 

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
各
市
町
村
に
は
博
物
館
・
資
料
館
が
設
置 

さ
れ
て
専
門
の
学
芸
員
が
配
置
さ
れ
、
学
究
層
の
拡
大
、
一
般
人 

の
関
心
度
な
ど
従
前
の
比
で
は
な
く
な
っ
た
。 

 

現
在
ま
で
発
表
さ
れ
た
論
説
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
成 

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

(一) 

先
住
民
が
南
方
か
ら
北
上
し
た
か
、
日
本
本
土
か
ら
南
下
し 

 

た
か
、
現
在
で
は
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
南
九
州
と
は
各 

 

方
面
近
似
の
事
例
多
く
、
言
語
関
係
で
は
日
本
語
と
同
祖
語
で 

 

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
宗
教
儀
礼
も
き
わ
め
て
近
い
関
係
に 

 

あ
る
と
い
う
。 

(二) 

縄
文
時
代
に
は
南
西
諸
島
相
互
間
の
交
流
も
あ
り
、
土
器
に 

 

独
自
の
文
様
・
型
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
南
九
州
か
ら
南
下
す 

 

る
技
法
（
市
来
式
な
ど
）
は
奄
美
沖
縄
圏
に
波
及
し
て
い
る
。 

 

原
始
的
漁
業
・
狩
猟
・
採
集
で
生
活
し
、
血
族
中
心
の
小
集
団 

       

に
、
南
島
経
営
が
放
置
さ
れ
た
よ
う
で
、
記
録
も
薄
れ
る
。 

(五) 

奄
美
沖
縄
群
島
の
中
で
は
、
沖
縄
島
が
最
も
耕
地
に
恵
ま
れ 

 

人
口
も
比
較
的
に
多
く
、
当
然
に
先
進
文
化
の
導
入
摂
取
も
早 

 

く
、
そ
の
地
方
支
配
者
の
権
力
は
奄
美
各
地
に
及
ん
で
い
る
。 

 

位
置
が
近
い
沖
永
良
部
が
早
く
か
ら
そ
の
支
配
下
に
入
り
生
活 

 

万
般
に
強
い
影
響
受
け
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
江
戸
時
代
前
は 

 

す
べ
て
そ
の
波
紋
渦
中
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
沖
縄 

 

史
と
日
本
史
で
主
た
る
事
項
の
年
代
を
対
比
す
れ
ば
、
沖
永
良 

 

部
史
の
変
遷
も
推
察
さ
れ
る
と
思
う
の
で
そ
れ
を
提
示
し
た 

 

い
。
事
に
よ
っ
て
は
沖
縄
と
相
前
後
す
る
し
、
多
く
は
さ
ら
に 

 

数
世
紀
後
れ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。 

沖
縄
史
の
流
れ(

比
嘉
春
潮
・
新
里
恵
二
・
そ
の
他｢

沖
縄｣

よ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖 

縄 
 
 
 
 

日 

本 

 

1
他
国
の
史
書
へ
の
登
場 

七
～
八
世
紀 

一
～
二
世
紀
初 

 
 
 

「
日
本
書
紀
」
な
ど
―
「
南
島
」
か
ら
漂
着
、
朝
貢
・
使
節
派
遣
、 

 
 
 

七
亓
三
年
唐
僧
鑑
真
な
ど
漂
着
、
六
〇
七
年
隋
煬
帝
遣
使 

 

2
政
治
的
支
配
者
の
発
生 

一
一
～
一
二
世
紀 

前
一
～
後
一
世
紀 

 
 
 

九
世
紀
村
落
共
同
体
に
階
級
分
化
―
十
一
世
紀
末
按
司
発
生
― 

 
 
 

対
立 

 

3
文
字
の
伝
来
と
使
用 

 

一
三
世
紀 

 
  

 

亓
世
紀
末 
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英
祖
王
時
代
僧
禅
鑑
佛
教
と
儒
教
を
伝
う
と
云
う 

4
佛
教
の
伝
来 

 
 
 
 

一
三
世
紀 

 
 
 
 

六
世
紀 

 
 

一
二
六
亓
年
頃
浦
添
に
極
楽
寺
創
設 

5
鉄
製
農
具
の
普
及 

 
 

一
四
世
紀 

 
 
  

六
～
七
世
紀 

中
山
王
察
度
（
即
位
一
三
亓
〇
年
）
青
年
期
、
鉄
塊
を
買
い
与
え
て 

農
具
を
造
ら
せ
人
心
を
得
―
―
浦
添
按
司
に
推
さ
る
。 

即
位
後
明
に
進
貢
貿
易
、
南
海
お
よ
び
日
本
と
交
易 

6
国
土
の
統
一 

 
 
 
 

一
亓
世
紀
初 

 
 
 
 

四
世
紀
末 

 
 

三
山
対
立
―
一
四
一
六
北
山
滅
亡 
一
四
二
九
南
山
討
滅 

7
中
央
集
権
国
家
の
成
立 

一
六
世
紀
初 

 
 
 

七
世
紀 

尚
真
王
時
代
百
花
繚
乱
身
分
制
成
立
、
各
按
司
は
首
里
に
住
居 
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